
シンポジウム討論要旨

昭和 50年度シンポジウムは「酪農K長ける経営規模と管理技術」の課題で， 1 2月 19日(金)

北海道水産会館(札幌市中央区)にないて開催された。午前の部は，山田勝美氏(道立中央農試経営

部〉を座長として，鈴木省三氏(帯広畜大)，鷲田 昭氏(雪印乳業邸)，午後の部は高倉正臣氏(

道立滝川畜試〉を座長として，怯山龍男氏(北農試物理部，現草地試)，伝法卓郎氏(北海道開発局

〉の話題提供左らびK参加者K よる討論が行われた。

話題提供の内容は，本誌に掲載されているが，以下の要旨は，当日の録音からとりまとめたもので

あるo (朝日田康司)

午前の部

座長: 先般，八雲町で現地研究会を行ないましたが，そこでは集約的左酪農のあり方を見つめた

いと言うことでした。また一方，街琢知の通り，北海道Vてなきましでも開発計画の見直しと言うこと

で，今まで一途K走っていた大規模酪農という旗印の多大の投資に対しまして，先程の鷲田さんの台

話の様K各地域になける，更Kは個別経営になける綿密左適格左酪農型態を見直そうということで，

8次計画の見直しが左されていますが， ここで中小規模の酪農の問題が考えられてきてなりますO そ

ういった意味あいで，今日のシンポジワムは真Kとれからの問題として適ったことでありますO

鈴木先生のな話しは，八雲を中心としてその対照K十勝をと bあげ，その中で現地の調査の中から

統計的左数値と実際K見た農家とのつき合わせによりまして，経営集約的左酪農のありかたの方向と

して，反収のアップ，購入飼料の増加あるいは現孟のアップという様左方向があるけれども，八雲の

ありかたがやはり反収のアップと少数精鋭主義，そしてそこK八雲自体のありかたというものがある

のでは左かろうか，その集約化については八雲としての地域，気候Vてないてのありかたというものが

あt，その生産Kなける各種要素を技術的K総合して独自の集約に向って行くというよう左方針が示

されてなbました。

また，ただ今の鷲田さんは，食科問題から蚕自問題ひいては土地の高度利用の問題から，国民経済

的な意味があるんだという背景を踏まえて，個別経営をしっかbと安定向上させるためには結局，集

約化に尽きる，そしてその集約化K際しての具体的左ととを述べられました。

以上が話題提供者のな話しの概要かと思いますO それでは，御質問等いただきたいと思いますO

-51一



宮沢(北農試草地開発部) : 鷲田先生の御報告は国際問題から更には日本の食糧自給率の問題，耕

地増の問題，人口増加の問題，農家人口の問題等を色々御指摘されましたけれども鰍ヰ自給率の問題

について，問題を絞って質問させていただきますO

す左わち自給率が低いとか，蚕白生産をよげなければいけ左いというととろから畜産というものの

問題を指摘され，更K乳牛について問題を絞られて，酪農の経営の集約化というものは土地の集約化

である，す左わち乳牛飼養面積の縮少であると指摘されましたo まさ K正論ですが，今日のシンポジ

ウムの酪農Kなける経営規模と管理技術の問題に限定してみると，北海道¢酪農<Z!2つの型，す左わ

ち畑地型と草地型 Vてついて考え左ければ左ら左いと思いますO 前者の畑地型の場合にはやはり土地の

集約化でもって高乳量水準を求めた報告がありますが，草地型の場合医はいかに草地の集約化をいた

しましでも， ζの草地の集約化をして収量を上げるととと乳量を上げるということは必ずしも結び付

か左いo す左わち草だけで集約化をしても，やはり高乳量水準を求める左らば猿厚飼料を多給し左け

ればなりませんし，もし濃厚飼料を多給する左左れば蚕白生産，牛乳生産，そしてその自給率の向上

と予盾しますO 従ってその草地型酪農については，草の集約化の中でもっていかK自給率を高め，濃

厚飼料を入れない様左方向を採るには低乳量水準という方向を採らざるを得ないと思いますO

「アノレペン農業を目指して」という書物を読みましでも，やはb濃厚飼料を多給した高乳量水準を

求めた日本の酪農というものはいかK頑張っても国際競争Kは勝て左い，低乳量水準を求めてその中

で購入飼料を入れない様左酪農で左ければ成b立たないのだと言う ζ とが指摘されていますO

との様左点をいかK考えてなられますか?

鷲田: 正K御指摘の通りで・すO そういう様左面から，実際私ども考えてなbますのは，輪作形態と

いうものを純然たる草地の問題から切り離しますと今後それでは対応ができ左いのでは左いか，左ん

とか輪作の中Kコーンあるいは麦作といったものを組み入れた輪作体系というものを組まない限b購

入飼料いわゆる濃厚飼料を外国K依存する ζ とK在るし，左なかっ地刀の維持に問題があるという具

合医考えてなりますO それらの輪作体系もひ〕くるめて，耕地いわゆる 1頭当りの飼料面積の集約化

という方向を見出さなくてはなら左いのでは左いがと考えますO

松本(開発協会)，: 今のことに閣連いたしまして，八雲の場合でも全道の場合でも良いのですが，

反当り収量はいったいどれ位Kな考えでしょうか。それからまたそれK関連じて筑墨は将来どれ位に

ということ?であるのかつ

鷲田: 私どもの考えてなりますところは牧草の収量は 5-6七は取れるのでは左いかo実際昨年中

標津の方が日本一で 5七?分を生産されましたo そのあた bが可能であると考えてな bますO それか

ら乳f立については-5- 6 tで良いかと考えてなります。
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広瀬(北大): 鈴木先生Kな伺いいたしますO

パノレククーラーの普及が 80 %という御説明がありましたが，それと牛乳の落等率が合わない様左

形で八雲の実態が出ているよ.うに思う。そこのととろをどう理解したら良いのか。鷲田さんK孝子伺い

したい。

鈴木:ー落等率Vてついては大分差がどざいまして，集約的であるべき八雲でどうして十勝よりとれだ

け落等率が高いのか一つの疑問点として指摘したわりてすo 原因は私にも全然わかりませんO

鷲田: 落等率は昭和 8年頃には高く，大体 7割から寝割が 2等乳でしたo

やはり施設的左問題，交通の不便ということが一番大きま問題では左かったかと思いますO 要する

に出荷するまでK時間がかかるという問題，それから気温が高いという問題，そういうことからパノレ

ククーラがか左り入った今でも多少そういうものがでるということで，やはり管理面での問題が多少

あろうかと思いますO

座長: 鈴木先生のパノレククーラーの普及率 80%というのは 49年度のデータですし落等率は 4ち

年度のデータですが，そとのところ年次的左問題があると思いますが。

鈴木: パノレククーラーの 80 ~らというのはな話として伺がってまい vったもので，その前年のデータ

はどざいませんO

加藤(八雲農協) : パノレクの件につきまして近況を御報告いたしますO

落等率 0;5 3 %はバルクの導入以前の数字でして，現在は 0.07 %ですO 現在パノレクは約 30 0近

く入つてなりますが，パノレクのみを見ますとほとんど落等はありません。たまに電気の入れ忘れ等の

ことがありまして，導入当初には落等がみられましたが，現在は皆無です。左な乳缶で出荷している

農家にまま落等がみられますO

米内山(滝川畜試): 両先生VC:1'"伺いしたい。

実は私，本年十勝の某地区を酪農関係で調査してなりますO その時K指導者層から複合段階の酪農

の今後の育成をどうするかということがか左り重要左問題として出てきたのですが，具体的K経営面

かち見て畑作との兼ね合い，労働競合の問題とか機械施設等の装備の経済性の問題をどうするか。

それからもう一つは来年から発足するところの乳質規制の問題とあわせて，十勝としては畑作複合段

階の酪農をどうするかということがか左り重要左問題K左つてなりますO 今日の資料を見るまでも左

く十勝，北見あるいは道央地帯陀長けるとの複合酪農をどうするかということは北海道の酪農にとっ

て，産業的左側面から見て極めて重要左問題だと思いますが，この辺Kついての御見解左り状況判断

をな聞かせ願いたい。
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鈴木: その問題Kついては今のところ結論は出てなbませんが，やはり複合経営としての良さとい

うものは確かVてあると思いますO というのは，堆厩肥の利用，動力あるいは輪作の面からも言えると

思いますO 単純化する ζ との良さと複合をやっている良さとどっちを採るかというととに左ると場合

Kよっては地域，場合Kよっては個々の経営Kよって違ってくると思いますO ただ少し問題がでてま

いりますのは，酪農地帯，畑作地帯あるいは水田地帯という様陀政策的Kはっきり分かれてまいりま

すと，例えばパノレクの問題Kしでも，僅かの頭数で、パノレクを入れるわけにはいか左いと左ると切られ

ざるを得左いというよう左問題，あるいは集乳関係でも問題がでてくる可能性がありますO その点が

今後どう左るか，私Vても見当が付きかねますO ただそういうことの為に複合経営を切ってしまうとい

うととはいかK も残念ですO

鷲田: 全道的K色々左形態，例えば 1頭から 4頭の少頭数館営の方々も相当の勢刀でありますO 当

然複合経営という中にははっきり頭数の少左い方があり，その戸数も依然として相当の勢力を占めて

なりますO 複合経営というものはどうあるべきかということKついては，十勝，北見，道央そういう

中から一つの型を作りまして，それらKよって地欄'9vc進める方が良いのでは左いか。その型の作b

方ですが，私の考え方では各地域が本当にわかつてなると思う。その地域の中で作成してそれを道段

階K持ち上げて練b直すというのが非常に当を得た様左やb方では左いかと思いますO そういう方達

は将来も残るであろうしその人方を育成するような方向を採ら左くては左ら左いと考えて台りますO

米内山: 複合体系Kついてもう一つだけ鷲田先生 K確認させていただきたい。乳質改善Vてからんで

4 0 0万規制はそれ程きついというととは無いという一殻的左判断左んですが，複合酪農からでてく

る乳質は細菌数その他から見て非常に悪いと，それに特にパノレク Kよる一括集乳KなDますと一蓮托

生で御近所K迷惑がかかるという様左問題がある様に聞くわけですO それを実際K乳業側から御覧K

左ってどのようにな考えK左っていますかo

鷲田: 正しく御指摘の通りですo そういう問題Kつきましては，乳資管理向上対策協議会ですとか，

北海道の乳質改善協議会とかの座上でな話ししているととは， 5 1年Kなってもそういう牛乳はある

のでは左いか，そういうものについてどうするかKついては 8月までに本当K指導体政をひき実施す

べきだという様左ととを我々の段階で話してなるわけですO 実際的Vてはその地域の乳質改善協議会k

b願いして，その乳質を良くする様にやっていくのが農政上の問題ではないかと考えてなりますO

赤松(名寄): 鷲田先生Kな伺いしますO

電牧K よる輸換放牧Kついてですが，第 1点は，輸換放牧では集中的に放牧するわけですが，地方

の維持をどう考えていくのかという問題でどざいますO 金肥等を施用しますとか左り地刀陀色々障害
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がでて来まして9 グラステタニーとかの問題も今後あるかと思いますO そういう地方維持の問題につ

きましてお考えをお聞きしたい。第 2点は草の生育ステージあるいは気候等Kよりまして色々生育相

が違う関係ですが，牧区のとり方というものKつきましでもか左 b問題があるかと思うわけですO そ

ういう夏の早越の時期とか秋の草の落ちる時期とかはどう考えていくか，また補助飼料，補助飼料と

言いましてもサイレージとか乾草というととに左るかと思いますが，とういうものをどう合わせてい

〈考え方であるのかというととですO 第 3点は私達の方は道北K属する所でどざいますが，現在面積

の拡大というととをどうしても主K考えているO 従って，実際Kは輸換放牧が進んでい左いという現

況Kついてお考えをお聞かせ願いたい。

鷲田: 第 1点目の地力の維持の問題ですが，先程お話ししました様K堆厩肥というものが，私は獣

医という立場から考えるわけですが，自然の摂理K非常Kうまく適っており，自分の排池した堆厩肥

は正しく自分一頭を養うという具合K地力維持がされるというととが非常K長い間の年月の左かで思

うわけです。それは堆厩肥Kしまして大体 10七，そして尿忙して 4七位K左りましょラか，それ

が半年分ですから半分ずつで、すO それVCZ七のものを常時散布するO それK先程申し上げました金肥

の追肥を反当 b少くとも今の価格でいうと 4，000円位K左りましょうか，そういうものを適宜追肥

をするということ K左ると私は 5七は下ら左いのでは左いか，今までの例を見ますと可能であると考

えますO それは冬，腐熟堆厩肥というものを雪上にでも散布するなり春先にそういうととをやってお

くと直ちKその中で使えるという形の手の打ち方が大事であるという具合K思うわけです。

それから 2点目ですが，草種の組み合せKついては色々言われているのですが，少左くとも豆科，

禾本科というものですがやはb適当K程よく配合されなくてはなら左いと考えまー:T。ラデイノクロ

ーパーカミ非常Kいい草であるKもかかわらず伸び左いのはガスの問題が起きるためですカよら，そう

いうことから豆科，禾本科の比率というものは 6: 4位が限度では左いかという具合K考えておbま

すo 7 : 3でもいいと思いますけれども，それを越すと大概ガスで倒れるという事が今までありまし

た。で 6. 4位が飽食させても絶対大丈夫ま比率と私左 .!?VC考えていますO そういうととで草種とい

うものはやはり多いほど良い，少左くとも 5........6種は混ぜた草種Kしたほうがいいと考えています。

8番目の問題ですが今まで電牧Kよる輪換放牧が普及し左かったのは，面積的K余力があるという

、考え方と拡大イコール土地の拡大ということが基本だというものの考え方が強かったためだと思う。

ですから北海道でいわれておるゴーノレ無き拡大というもののイメージは土地の問題でじか無かったか

と思いますO そういうものでは左いというととが本当 K判った方またそういう壁K突き当たった方は

切 b換って来るというとと左んで，それKは長い歳月を要するわけですが，その歳月を要さ左い様K
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来年からやれば直ちVL4.5年分儲かるというのがいわゆる経営指導者の奨め方では左いかと考えてお

りますO

宮沢: 今のとと関連して質問したいと思います。

一つ疑問に思いますことは，土地の集約化をさせて放牧させますと乳量が下がって来るわけで-すO そ

れが理論的Kは乳量が上がって来るわけで，それが技術的K一つ疑問K左りますのでその点をお聞き

したい。

鷲田: 私も専問で左いので良くわかりませんが，とにか〈草が良質であるというととで，その何が

良質かというととが非常K問題だと思います。今はいわゆる外観的左ものK頼って量というものを掛

け合わせて餌というものを考えておるのが現状だと思いますのでp その点Kついては先生方Kついて

勉強じまして左んとか解決し左ければ左ら左いと考えてなりますO

座長: 鈴木先生から八雲の乳牛Kなける問題，集約的左酪農経営の方向づけというものを伺い，ま

た鷲田先生からきめ細か左議論Kよって集約化の技術，それから具体的左牧区の設定の 1例まで出し

ていただき本当にありがとうどざいました。とれをもちまして午前中の部を終らせていただきたいと

思います。どうもありがとうどざいました。(拍手〉

午後の部

座長: 松山先生のな話しは，今回の課題である規模と管理という問題と機械施設の面で少しずつ関

係のあるととろでなかなか意味深長な非常K面白い話があったと思いますO それから伝法先生のな話

しは白金の牧場Kノ、ーベストアが最初Kできてちょうど 10年K左る，そしてこの日進の牧場忙でき

て5年目 K左るのだということを考えますと，今日台伺いした資料左りな話しは詳細Kわたり懇切丁

寧左御説明だった様に思いますO 時間が左いので若干の方K御質問いただきたい。

米内山(滝川畜試): 伝法先生にな伺いしますO

経営損益計算の読み方ですが，第 1点は機械の償却費が表では見当ら左いととです。第 2点は収益

の構成要素K自家生産牛の販売がありますので，損益計算として個体評価額を個体販売のととろK含

めているのか，あるいは期首期末の関係で相殺されてほほ OVL近いのかその辺を確認させていただき

たい。私のみる限りでは人件費を除けば，大きく分けて 3部構成K左っている。搾乳牛経営部門，つ

ぎ~L.f団体販売部門いうなれば自家生産牛の育成販売部門，それから放牧預託Kかかわるところの部門

の3つが混合的K成果を揚げていると思う。そのうち搾乳牛部門というのはこれだけの生産力水準を

持って長れば省力性の問題はともかくとしてなんとで、まっているのではないか，従って農民忙対する当
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事業の公共的左援助と左つでいると理解してよろしいか。?

伝法: 機械の償却費は含まれてい左いと思う。第 2点は棚卸し評価というととでしょうか。?それ

Kついては農協営ですので私も弱いんですが，確かK事業損益のほうで棚卸し分も見られて出ている

はずですO それから先程触れ左かったが，実は一番の大き左問題は，ととでは結局昌頭で言いました

様K米偏重と左っているけれど，地域的Kは八雲あるいは長万部の続きで酪農の比重が高〈左ら左け

ればならまい様な土壌条件でもあるし気象条件だと思う。しかしながら，たまたま取れているという

とと，また経営面積が小さいというとともあって，酪農は左か左か進展してい左い。加えて，先程言

った様K近代化計画がでた頃はか左りの上昇率だったらしいが，濃厚飼料の高騰Kより低滞というか

鈍化というか，そういう動きがみえます。その中で特徴的左のは馬鈴薯が非常Kまた拾頭してきてい

るのが，今金?をけじゃ左くこの地域では再唱の様で司す。搾乳牛の乳量がいいというんですが，狙いは

優良牛を出して少しでも資質を変えていくということKあbます。それが農協営左ものですから少し

でも赤字を少左くするため，地元では搾乳自体K力を入れているというのが実態で、すO ですから本来

あれだけの施設を持つてなれば，なそらく搾乳K要する人員は 1人でやっていくべきだと思いますO

1人で左いKしでも，例えば実習生が手伝うとか奥さんが手伝うとかで， 1. 5人とか1.3人位で左さ

れるべきだと私は思っています。ですけれど，やはりそうすると乳量が落ちるというととで，結局そ

ちらの方K労力を削がれているのが現状では左いかと思います。それで本当K問題Kし左ければ左ら

左いのは，私は今日のテーマから逸脱するかと思ってやめたんですが，本来は育成K主体をないて酪

農の比重を高かめるというととが狙いであったのVL，いろん左要因が入ってきてそれが左され左いと

いうととろで-すO

座長: 松山さんから，牛の方から草の方K言うことが無ければ機械の方で振り回しますよという様

な脅迫めいた発言がありましたが，ど左たか一言あってしかるべきかと思いますが。

赤松(名寄): 今，名寄では肉牛基地というととでいろん左ととが左されて来てなbまして，機械

も進んできて卦9，今辛子話しがありました様VL，機械K振り回されているのが現、況ですO

低水分サイレージを調整する過程Kなきまして，いわゆるハーベスターで切断してから運ぶ方法と，

プロアーの段階で切断し左がら吹き上げる方法と zつの型があるようで‘すO とれらの特徴Kつきまし

て，初めの方は従来やってなる様ですけれど，後の方はあまりやってなられる例が少左いのでわから

左い点が多いので，とれの功罪Kつきまして何か御指示をいただきたい。

松山: 運んで積め込む時K微細断する，つまり徴カッター付のプロアーを使うが，あるいは最初K

シリンダー型でチョップしてしまうかというととで・すねO
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具体的左立地条件とか距離主かあるいは組作業員の可能性あたbを考え左ければ左ら在いんですが

吹き上げる時Kテヨップするという方式は意外と本州の方で事例が出て来ていると伺っておbますo

とれは長物のままで運搬する，例えばピックアップワゴンとか既存の物を使う体系とか，あるいは吹

き上げる時だけ協同作業するとか，そういうケースパイクーえによって利害損失が評価されるんじゃ

左いだろうかと思います。

赤松: 5戸協同ということでやって行きたいのですが，その場合ではO

松山: 具体的にどちらが良いかというととK左るわけですか。?

それは同じ様在能力，例えば 1日vc5 0七積め込んでしまうとかいうよう左形の中である原動機の

装備の時はどうかという設定があれば，具体的在検討をしてみて一応勝負はつぐと思いますO ただ，

大体先程私が申し上げた様忙草扱いの技術というものはいつどとで非常忙不定形左草というものを規

格品Kするというととろが一番のポイントですねO ですから刈り取る時点でチョップしてしまうと後

は規格品K左っているから色ん左機械の手が入って来ても扱い易いというのがシリンダー型のあそと

Kエネルギーを投入するという技術の体系左んで、すO 肉牛の場合は左Kしろ飼料費を安〈しろという

だろうと思うんで，新得を中心として先程申し上げた様左非常K大量かつ大型のベーノレシステムの可

能性を問うているわけですが，そういう様な草をいかK安〈扱うかという意味で，草の流れをとらえ

ていく場合忙は，チョップしてすぐ切込んでしまうよ b長物で扱って行った方が何かメリットがある

ならカッター付きのプロアーを使った方が良いと思いますO それは例えばダンプポックスが使え左い

何か理由があるとか9 動員する運搬機の種類が非常にたくさんとみK左っているとかという事が前提

としであれば考え左ければまら左いι思いますが，最初まだ左忙も無い白紙。状態でとれから始めるん

だということであれば，どのよう Kとれからの運営管理の方針をたてるかというととで選択されて良

いと思います。

座長: 機械関係は松山先生のお話しで色々混乱していたものが大体整理できたと思いますし，また

公共牧場の問題Kついても 5年たって落ち着いた段階K来た公共牧場を眺めてみて9 今後はもっと深

みのある観察なり検討ができるものと思いますO

それではとれで終りたいと思いますO どうもありがとうどざいましたo (拍手〉
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